















The Dist1均utionof Area Resources and Turning them into Teaching Materials : 



































































































指定番号 名 手怠 建築年 用途変化 指定番号 名 称、 建築年 用途変化
l号 大倉倉庫 1891年 鉦 35号 指定解除 な し
2号 魁陽亭 1896年 主正 36号 田中酒造店 1927年 鉦
3号 青山別邸 1923年 鉦 37号 j度遅酒造店 1930年 生正
4号 遠藤又兵衛邸 1902年 有 38号 中越銀行小樽支店 1924年 有
5号 百十三銀行小樽支店 1908年 鉦 39号 北海道庁土木古跡樽築港事務所見張所 1935年 無
6号 北海道銀行本店 1912年 有 40号 通信電設浜ビル 1933年 有
7号 名取高三郎商店 1906年 鉦 41号 戸出物産小樽支店 1926年 有
8号 岩永時計店 1896年 主正 42号 島谷倉庫 1892年 有
9号 第百十三国立銀行小樽支店 1893年 有 43号 作左部商店蔵 明治初期 主正
10号 小樽商工会議所 1933年 無 44号 指定解除 な し
11号 小樽市庁舎 1933年 鉦 45号 高島町役場庁舎 1935年 有
12号 小樽区公会堂 1911年 有 46号 花園町会館 1927年 有
13号 小樽倉庫 1890年 有 47号 潮見台浄水場管理棟 1927年 鉦
14号 日本銀行小樽支店 1912年 生E 48号 坂別邸 1927年 鉦
15号 早川支店 1905年 主正 49号 天上寺本堂 1890年 鉦
16号 越中屋ホテル 1931年 有 50号 水天宮本殿 1919年 鉦
17号 附共成 1912年 有 51号 高橋倉庫 1923年 有
18号 三菱銀行小樽支店 1922年 有 52号 荒田商会 1935年 主正
19号 安田銀行小樽支店 1930年 有 53号 側 日本石油倉庫 1920年 有
20号 渋浮倉庫 1895年 鉦 54号 側日本郵船小樽支店残荷倉庫 1906年 有
21号 木村倉庫 1891年 有 55号 開島谷汽船社長宅 1927年 有
22号 増田倉庫 1903年 主正 56号 吉田病院 1923年 主E
23号 上勢友吉商店 1921年 有 57号 （株）日本郵船支店長宅 昭和末期 有
24号 第一銀行小樽支店 1924年 有 58号 恵比須神社本殿 1863年 鉦
25号 第四十七銀行小樽支店 昭和初期 有 59号 徳源寺本堂 1897年 有
26号 猪股邸 1906年 鉦 60号 龍徳寺本堂 1876年 有
27号 寿原邸 1912年 生正 61号 住吉神社社務所 1934年 有
28号 小樽聖公会 1907年 主正 62号 白鳥屋番屋 1877年 無
29号 小樽組合基督教会 1926年 鉦 63号 篠田倉庫 1925年 鉦
30号 三井物産小樽支店 1937年 有 64号 岡崎倉庫 1905年 主E
31号 北海道拓殖銀行小樽支店 1923年 鉦 65号 右近倉庫 1894年 有
32号 岡川薬局 1930年 主E 66号 広海倉庫 1889年 有
33号 久保商店 1907年 有 67号 塩田別邸 1909年 主正














することの 1つの証明となる。 小樽市の場合、教育的価値の評価を否定する ものではなく保存
・活用に関わる新たな景観条例の策定により移行したと推測できる。すなわち、伝統的建造物
群は、「歴史的景観地区」や「重要建築物等周辺地区jの中で位置づけられるようになり、空間
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になった。加えて、現地調査では鯨御殿 （田中家番屋）、旧青山別邸、 群来陣 （白鳥家番屋）
の関係者には写真撮影や資料解説にご協力いただいた。 記して感謝申し上げる。なお、 本稿の
作成は、文部科学省学術フロンテイア研究費 「共同研究プロジ、エク ト名 北方圏住民における
QOL (Quality of Life）の向上に関する総合的研究」の一部を使用した。
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よく まとまっている。この書では、 著者による小学校 ・中学校・ 高等学校・ 大学の指導実
践を通じて得られた成果がよ く表現されており、貴重な知見を提供している。
4）マイカル小樽は、 小樽築港駅に併設する形の大型複合商業施設として1999年3月にオープ
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